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=羽幌炭拡大同窓会=

鈴木商店枠組みによる観光の提案も
念シンポジウムで炭砿を振り返る

使

っ
て

お

得

な

（嗣）日通プロバン

各
種
然
料

駒 丼
電162■ 2377

コーディネーターの関さん (上 )、 炭砿のエビツートも語る平岩さん (下 )

【羽
縞
躊

「羽
帳
″
稀
“大

同
窓
会
～
鈴
木
商
店
を
起

源
に
炭
砿
を
振
り
返
る
」

実
行
委
員
会

（室
田
憲
作

代
き

が

干

七
、
一
千

八

の
両
日
、
サ
ン
セ
ッ
ト
プ

ラ
ザ
な
ど
で
開
か
れ
、
炭

砿
閉
山
４
５
年
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
三
山
炭
砿
巡

り
な
ど
を
通
し
て
、
ヤ
マ

の
歩
み
を
し
の
ん
だ

羽
幌
炭
砿
の
ル
ー
ツ
は

大
正
期
に
三
井
、
三
菱
な

ど
の
財
閥
と
競
い
合

っ
た

新
興
「総
合
商
社
」
神
戸
カ

ネ
辰
鈴
木
商
店
の
大
番
頭

金
子
直
吉
、
同
商
店
は
昭

和
二
年
の
経
済
恐
慌

で
破

た
ん
す
る
が
、
人
材
を
育

て
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、

神
戸
製
鋼
、
帝
人
、
日
本

製
粉
、
双
日
、
昭
和
シ
ェ

ル
、
サ
ッ
ポ

ロ
ピ
ー
ル
な

ど
が
現
在
に
つ
な
が
み

そ
の
親
睦
組
織

「
辰
巳

〈
ご
が
、
鈴
木
商
店
の
再
評

価
を
図
る
た
め
、
昨
年
四

月
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
記
念
館
を
た
ち
あ
げ
た
＾

翌
月
に
は
同
商
店
を
題
材

の
ド
ラ
マ
「お
家
さ
ん
」
が

放
映
、
年
間
三
十
二
万
人

の
来
館
者
を
呼
ん
だ

双
日
総
合
研
究
所

の
小

林
正
幸
主
任
研
究
員
に
よ

る
と
、
羽
幌
炭
砿
は
金
子

直
吉
が
手
が
け
た
八
十
余

の
う
ち
の
ラ
ス
ト

・
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
だ

っ
た
と
い
い
、

記
念
館
で
は
羽
幌
炭
砿
特

集
を
企
画
、
昨
年
七
月
の

現
地
取
材
で
は
、
築
別
炭

砿
由
来
記
や
ス
ケ
ッ
チ
集
、

遺
産
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
を

発
刊
す
る
炭
砿
出
身
者
で

札
幌
Ｅ
企
画
委
員
会

の
平

岩
博
幸
さ
ん
、
羽
幌
在
住

の
菊
地
瞳
さ
ん
ら
が
同
行

こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
記

念
誌
の
編
集
、
大
同
窓
会

の
閣

た

い
た
っ
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
羽

幌
炭
砿
出
身
者
や
辰
巳
会

の
関
係
者
、
住
民
ら
約

二

百
人
が
参
加
、
関
秀
志
さ

ん

（北
海
道
史
研
究
協
議

会
副
会
長
、
羽
幌
町
史
の

執
筆
、
編
集
に
携
わ
る
）
を

コ
ー
デ
ィ
ー
ネ
ー
タ
ー
に

双
日
総
合
研
究
所
の
小
林

正
幸
主
任
研
究
員
、
羽
幌

炭
砿
専
務
金
子
三
次
郎
の

孫

（直
吉

の
弟
楠
馬

の
ひ

孫
）
の
直
三
さ
ん
が

「鈴
木

商
店
の
再
興
の
夢
を
か
け

た
羽
幌
炭
砿
」
、

「羽
幌
炭

砿

の
あ
ゆ

み
」
を
題
に
講

演
、
駒
井
久
晃
町
長
は
経

済

面
か

ら
切
り

込
ん
だ

「炭
砿
と
羽
幌
町
」
、
平
岩

さ
ん
は

認
灰
鉱

（
ヤ

マ
）
に

い
だ
か
れ
て
」、
ス
ケ
ッ
チ

画
に
か
さ
ね
て
ヤ

マ
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
し
、
会

場
を
な
ご
ま
せ
ん

小
林
主
任
は
炭
砿
関
連

を
含
め
た
鈴
木
商
店
の
足

跡
を
辿
っ
た
ほ
か
、
「全
国

の
い
た

る
と
こ
ろ
に
鈴
木

商
店
の
史
跡
が
残

っ
て
い

る
。
鈴
木
商
店
を
枠
組
み

と
し
た
観
光
を
考
え
ら
れ

な
い
か
」
、
コ
ー
デ
ィ
ー
ネ

ー
タ
ー
の
関
さ
ん
に
促
さ

れ
、
「閉
山
の
と
き
に
行
方

不
明
に
な

っ
た
金
子
直
吉

の
胸
像
を
も
う

一
度

つ
く

っ
て
は
ど
う
か
。

フ
ァ
ン

な
ら
訪
れ
る
。
財
源
は
ふ

る
さ
と
納
税
、
炭
砿
遺
産

を
指
定
し

て
も
ら
う
」
と

具
体
案
も
提
示
し
た

金
子
さ
ん
は
創
業
期
前

後

の
混
迷
期

（
昭
和
十

四

‘革

九

ｅ

、
嚇

彼
の
混
乱

期
公
一十
～
二
十
五
年
）
、

合

理
化
推
進
期

↑

一十
六

～
三
十
年
）
、
躍
進
期

會

一

十

一
～
三
十
六
年
）、
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
と
の
戦
い
と

閉
山

全
二
十
七
～
四
十
五

年
）
の
五
期

に
分
け
て
羽

幌
炭
砿
史
を
解
説
ヽ

「争
議

を
教
訓
に
労
使
協
調
路
線

で
生
活
環
境
の
整
備
に
力

を
入
れ
、
こ
夕
に
技
術
革

新
を
推
し
進
め
て
中
小
炭

鉱

の
雄
と
言
わ
れ
る
ま
で

に
な

っ
た
。
も
て
る
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
た
と
思

っ
て
い
う

皇

ら

れ

駒
井
町
長
は
年
間
百
万

ン
ト
を
達
成
し
た
昭
和
三
十

六
年
度
と
閉
山
後
の
四
十

六
年
度
の
町
税
収
を
比
較

し
、
町
税
は
二
八
％
か
ら

一
三
％
に
ダ
ウ
ン
、
地
方

交
付
税
が

二
四
％
か
ら
四

四
％
に
跳
ね
上
が
る
な
ど

現
状
の
交
付
税
依
存
体
質

に
な

っ
て
い
く
。
と
り
わ

け
固
定
資
産
税
が
大
き
か

つ
た平
岩
さ
ん
は
羽
幌
駅
～

築
別
駅
～
上
築
駅
～
築
別

側
の
橋
梁
～
曙
分
岐
点
～

曙
小
中
～
太
陽
高
～
築
別

炭
砿

・
山
元
本
社
～
発
電

所
～
ジ
ャ
ン
プ
台
～
天
の

沢
～
修
学
旅
行
出
発
の
様

子
～
お
祭
り
～
羽
幌
坑
～

上
羽
幌
～
神
社
な
ど
の
ス

ケ
ッ
チ
を
バ
ッ
ク
に
、
山

が
崩
れ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
か
ら
朝
は
白
い
ご
飯
に

納
豆
や
卵
を
か
け
な
い
、

天
の
沢
で
ク
マ
に
遭
遇
し

た
ら
坂
を
駆
け
下
り
て
逃

げ
る
、
前
足
が
短
く
て
追

っ
て
こ
ら
れ
な
い
と
聞
い

た
な
ど
、
い
く

つ
か
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
織
り
交
ぜ
な

が
ら
羽
幌
炭
砿
を
振
り
返

っ
て
い
た

中
央
公
民
館
で
「敬
老
の
集
い
」

園
児
が
お
年
寄
り
代
表
に
花
東

【羽
幌
】
敬
老
の
集
い

一
が
二
十
九
日
、
中
央
公
民

二
十
七
年
度
の
町
表
彰
を
発
表

星

野
恭
司
氏
が
特
別
功
労
表
彰

苫
前
漁
協

理
事
、
留
萌
中

部
森
林
組
合

理
事
、
苫
前

串
肇
多
］
」
″
″
申
け
矮

町
の
伸
展
に
貢
献
し
た

易

歩

◎
産
業
功
労

▽
大

川
博

文

⑩

＝
三

渓
＝
農
業
委
員
と
し

て
十

七
年

四
ヶ
月
、
自
作
農

の

維
持
、
農
地
等

の
調
整
な

ど
農
業

の
振
興
発
展
に
貢

献
し
た
。
覇
菫
３
ご

◎
社
会
福
祉
関
係

▽
山
本
美
智
子
＝
古
丹

別
＝
社
会
厚
生
委
員
と
し

て
十
年
以
上
勤
続
、
地
域

社
会
、
住
民
福
祉
の
増
進

に
尽
く
し
た
。

足
芦
何
表
ご

▽
五
味
和
江

＝
神
奈

川

県
横
浜
市

＝
ふ

る
さ
と
応

援
寄
付
と
し

て
三
千

万
円

を
寄
付

▽
杉
野
廣
美

――
埼

玉
県

越

谷
市

＝

一
般
寄
付

と
し

て
百
万
円
を
寄
付

属
謝
ど

◎
寄
付

▽
斉
藤
清
晴
――
登
別
市

▽
山
田
弘

一
＝
苫
前
▽
青

木
チ
ヨ
＝
古
丹
別
▽
横
内

憲

一
＝
旭
川
市

◎

そ
の
他

（新
苫
前
町

史
編
さ
ん
の
執
票

監
修

▽
関
秀
志
＝
江
別
市

1刀  幌   タ イ

ステージで園児から山田さん夫妻に花東が手渡され、拍手が沸 く

【吉
前
】
苫
前
町
は
、

こ
の
ほ
ど
今
年
度

の
町
表

彰
者
を
発
表
し
た
。
前
議

長
の
星
野
恭
司
氏
に
特
別

功
労
表
彰
が
贈
ら
れ
る
ほ

か
、
功
労
表
彰
に
大
川
博

来
入

」裂
摯
釜
レが

一
人
、

寄
付
で
善
行
表
彰

二
人
、

感
謝
状
が
寄
付
四
人
、
そ

の
他

一
人
で
、
町
内
在
住

六
十
年
以
上
八
十
歳
以
上

の
町
民
百
五
十
四
人
と
な

っ
て
い
る
。
町
内
在
住
者

の
感
謝
状
は
、
昨
年
ま
で

八
十
年
以
上
在
住
と
し
て

い
た
が
、
今
年
度
か
ら
基

準
を
改
め
た
。

表
彰
式
は
文
化
の
日
の

十

一
月
二
日
午
前
十

一
時

か
ら
、
と
ま
ま
え
温
泉
ふ

わ
っ
と
で
開
か
れ
る
。

受
賞
者
、
受
賞
理
由
は

次
の
通
り
（敬
称
略
）

『特
別
功
労
参

ご

▽
星
野
恭
司

⑩

＝
苫

前
＝
九
期
三
十
六
年
間
苫

前
町
議
会
議
員
、
平
成
十

五
年
か
ら
三
期
十

二
年
間

は
議
長
に
就
任
し
自
治
振

興
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、

【羽
幌
】
オ

ロ
ロ
ン
農

協

（長
谷
川
裕
昭
組
合
長
）

二
十
七
年
産
米
の
出
荷
が

二
十
八
日
、
寿
町
の
検
査

場
で
始
ま

っ
た
。
初
出
荷

は
羽
幌
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

（山
岸
辰
男
組
合
長
）
で
調

製
し
た

「ゆ
め
ぴ
り
か
」
、

整
粒
七
三
％
、
タ
ン
パ
ク

六

・
五
％
の
全
量

一
等
の

低
タ
ン
パ
ク
と
な

っ
て
い

る
。同

日
現
在
で
お
お
よ
そ

四
割
の
進
捗
状
況
だ
と
い

・２

こ
の
日
三
十

ロ
キ
紙
家

百
六
十
袋

の
四

・
六

ン
ト
が

初
出
荷
、
同
農
協
農
業
振

興
部
農
産
課
長

で
農
産
物

検
査
員

の
板
本
博
英
さ
ん

が
整
粒
、
水
分
、
タ

ン
パ

ク
、

ア
ミ
ロ
ー

ス
な
ど
を

調
べ
た
。

長
谷
川
裕
昭
組
合
長
は

「
六
月
か
ら
七
月
中
頃
ま

で
の
低
温
、
日
照
不
足
で

生
育
が
遅
れ
た
が
、
不
稔

が
少
な
い
こ
と
や
生
産
者

の
管
理
努
力
も
あ

っ
て
平

年
作
を
上
回
っ
て
い
る
」
、

北
海
道
米
麦
改
良
協
会

の

||

一十
七
年
産
米
出
荷
始
ま
る
＝

初
出
荷
全
量

一
等
、
低
タ
ン
パ
ク

影
な
０
一孟
棗
鵡

館
大
ホ
ー
ル

で
開
か
れ
、

マ
チ

の
発
展

の
た
め
に
頑

張

っ
て
き
た
お
年
寄

り

の

長
寿
と
」蜃

讐

願

っ
た

町

社
会

福

祉

協

議

会

分
幅

照

‘
こ

が
主
催

六
十
五
歳
以
上
の
住
民
、

約
二
百
人
が
元
気
な
顔
を

み
せ
た
「
汀
篠
猥
さ
長
は
「戦

中
、
戦
後
の
混
乱
期
、
昭

和
の
激
動
を
乗
り
越
え
て
、

家
族
や
羽
幌
町
発
展
の
た

め
に
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
た

み
な
さ
ん
に
敬
意
と
感
謝

を
表
し
た
い
。
み
な
さ
ん

の
ご
尽
力
で
こ
の
社
会
が

築
き
あ
げ
ら
れ
た
。
い
つ

ま
で
も
壮
健
で
長
寿
を
重

ね
、
心
豊
か
な
人
生
を
送

っ
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。

駒
井
久
晃
町
長
の
祝
辞

に
続
い
て
、
藤
幼
稚
園
の
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１
０
月
に
な
る
と
季
節

に
あ
る
四
角
形
、
秋
の
四

風
が
強
ま

っ
て
、
紅
葉
の

辺
形
で
す
。
見
ば
え
の
す

ま
す
。
オ
リ
オ
ン
座
は
夜

　

今
月
は
明
け
方

の
空

で
　
後
丸
く
な
る
）

と
同
じ
よ
う
に
、
流
れ
た

や
す

い
で
ｔ

一△
秀

レ

７

・

▽
３
日

（土
）
小
惑
星

▽
９
日

（金
）
細
い
月
　
が

西
方

最

大
離
角

（
１

と
金
星
が
大
接
近
／
り
ゅ
　
８
。
）

う
座
流
星
群
が
極
大

（１
　
　
▽
１
８
日

（日
）
火
星

０
／
５
～
１
０
／
１
３
）
　

と
木

星
が

最
接

近

（
０

赤
道
通
過

北
半
球

へ
　

　

１
０
‥
０
０
～
１
９
‥
０

▽
２
６
日

（月
）
金
星
　
０

が

西
方

最
大
離

角

（
４

　

▽
水
曜
日

６

・
５
。
）
／
金
星
が
木
　
０
～
１
７
■
０
０

旭
川
凌
雲
高

【苫
前
】
旭
川
凌

校
吹
奏
楽
局
と
ま
ま

ン
サ
ー
ト
が
十
月
四

後
三
時
か
ら
苫
前
町

館
講
堂
で
開
か
れ
る
。

入
場
料
は
五
百
円

場
券
は
公
民
館
ほ
か

田
中
響

く
ん
、
南
部

那
ち

ゃ
ん
か
ら
、
一局

代

表

の

山

田

義

孝

・

ｍ

、
サ
ワ
エ
さ
ん

ｍ

婦

に
花
束
が
贈
ら
れ

場

は
暖
か

い
拍
手
に

ま
れ
た
。

最
後

に
老
人
ク
ラ

合
会

の
中
野
敏
晴
会

「
郷
土

発

展

に

い
か

り

の
貢
献
し
た

の
か

か
ら
な

い
が
、
地
道

十
月

一
日
付

人
事
異
動
発

【苫
前
】
町
は

二

日
、
十

月

一
日
人
事

を
発
令
し
た
。

（カ

ッ

は
一烈
９

▽
農
林
水
産
課
長

外

‘

Ｏ

（


